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最
さ い ご

期まで自分らしく暮らしたい【１】
　 　～人生の終末期について考えてみませんか～

　広報いが市 9・10・11 月のそれぞれ１日号で、終末期の過ごし方につい
て取り上げます。超高齢社会に生きる私たちが避けては通れないテーマであ
り、また自分らしく生きるためにも大切な問題です。
　最期のときは誰にでも訪れます。納得できる終末期を過ごすためにも、元
気なうちにご自身の希望を整理しておいてはいかがでしょうか。

【問い合わせ】　地域包括支援センター　☎26-1521　ＦＡＸ24-7511
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「
畳
の
上
で
死
に
た
い
」

「
ぽ
っ
く
り
逝
き
た
い
」
と

い
う
の
が
、
高
齢
の
方
の

決
ま
り
文
句
で
す
。
こ
れ

は
、
元
気
で
わ
が
家
で
生

き
て
い
た
い
、
苦
し
む
の

は
い
や
だ
と
い
う
こ
と
の

裏
返
し
だ
と
思
い
ま
す
。

　

や
が
て
訪
れ
る
人
生
の

終
末
期
に
、
自
分
が
ど
の

よ
う
な
医
療
を
受
け
た
い

か
。
今
年
６
月
、
厚
生
労

働
省
が
「
人
生
最
終
段
階

に
お
け
る
医
療
に
関
す
る

国
民
の
意
識
調
査
」
を
発

表
し
ま
し
た
。
約
７
割
の

人
が
、「
回
復
不
能
の
状
態

に
な
っ
た
ら
鼻
や
胃
か
ら

の
経
管
栄
養
（
胃
ろ
う
）

は
望
ま
な
い
」
と
い
う
結

果
の
よ
う
で
す
。

　

あ
な
た
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　

健
康
を
維
持
す
る
た
め

に
、
な
に
を
食
べ
た
ら
い

い
の
か
、
ど
ん
な
生
活
を

し
た
ら
い
い
の
か
を
考
え

て
は
い
て
も
、
終
末
期
に

つ
い
て
は
考
え
た
こ
と
は

な
い
と
い
う
人
が
ほ
と
ん

ど
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
あ
た
り
ま
え
の

こ
と
で
、
誰
も
が
一
度
も

死
ん
だ
こ
と
が
な
い
わ
け

で
す
か
ら
、
本
当
の
気
持

ち
は
そ
の
場
に
な
っ
て
み

な
い
と
わ
か
ら
な
い
は
ず

で
す
。
元
気
な
今
、
死
ぬ

と
き
を
想
像
で
き
る
人
は

ま
ず
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

で
も
、“
そ
の
と
き
”
が

き
た
と
き
に
、
自
分
で
意

思
表
示
が
で
き
る
か
と
い

う
心
配
も
あ
り
ま
す
。

　

終
末
期
医
療
を
医
療
者

任
せ
に
せ
ず
、
自
分
ら
し

く
生
き
、
健
康
寿
命
を
よ

り
延
ば
し
、
終
末
期
を
い

か
に
短
く
平
穏
な
も
の
に

す
る
か
を
、
ご
自
身
や
ご

家
族
で
考
え
る
機
会
を
持

つ
こ
と
が
、
ま
ず
第
一
歩

だ
と
思
い
ま
す
。

※シリーズ第２回（広報いが市 10 月１日号）では、胃ろうなどの延命治療の方法などのほか介護支援専門員（ケ
　アマネジャー）などに話を聴き、終末期を自分らしくすごすために知っておきたいこと、終末期医療の現状な
　どをご紹介します。

　ある人の一生がすばらしいものであるためには、ど
う生きるかということとともに、終末期をどう過ごし、
最期をどう迎えるかということも大切です。
　医療が発達した現代では、栄養を摂取することや心
臓を動かすこと、さらには呼吸をすることまでを人工
的に行い、命を延ばすことができる場合があります。
回復する可能性があるなら、最適な治療を行うべきで
すが、そうでない場合は苦痛をやわらげるための処置
に集中し、延命はしないという選択肢もあります。
　人は終末期を迎えると、自然に食事の量が少なくな
ります。飲み込む力が弱くなり、徐々に食べ物を必要
としなくなります。また、体を動かす力が弱くなり寝
ている時間が長くなります。
　そうして次第に終末へと向かうとき、医療による延

命措置を望むのか、穏やかにときを待つのかは、その
人に選ぶ権利があります。

　多くの人は、誰もが住み慣れた地域や自宅で最期を
迎えたいと願っています。今後さらに高齢化が進み、
高齢者を受け入れる病床や施設が、今よりもさらに不
足することが予想され、すぐには入院・入所できると
はかぎらず、自宅で家族に看取ってもらうことが増加
する可能性があります。
　回復しないことがわかったときは、できるだけ延命
措置を受けたいのか、積極的な医療行為は受けず終末
期を迎えたいのかを本人が決めておけば、家族や医療
関係者はその人の意向を尊重することができます。
　いつかは訪れる最期のときについて、若い人や健康
な人も含め、一度ご家族みんなで考えてみませんか。

今のうちに考えてみませんか

自分らしく生き、自分らしく幕を引く
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今
回
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
自
ら
考
え
行

動
す
る
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
重
要
な
「
情
報
共
有
」「
市
民
参
加
」

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

◆
情
報
共
有
に
つ
い
て

　

自
治
基
本
条
例
で
は
、﹃
市
民
及
び
市
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
必
要
な
情
報
を
共
有
す

る
も
の
と
す
る
。﹄と
定
め
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

は
、
市
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
一
方
的
な
情

報
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
情
報
提
供
や
市
民
間
の
情
報
共
有
が
必
要
で

あ
る
た
め
で
す
。

　
自
治
基
本
条
例
で
は
、
市
は
自
ら
が
持
つ
情

報
を
原
則
と
し
て
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
知
る
権
利
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
が
持
っ
て
い

る
情
報
の
公
開
を
請
求
し
取
得
す
る
権
利
が
保

障
さ
れ
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
法
律
や
条
例

な
ど
で
公
開
が
制
限
さ
れ
る
情
報
は
除
く
。）

◆
市
民
参
加
に
つ
い
て

　
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
で

す
。
全
て
の
人
が
、
平
等
な
立
場
で
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
参
加
の
方

法
は
、
総
合
計
画
な
ど
重
要
な
計
画
や
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
条
例
の
策
定
・
見
直
し
に
つ
い

て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の
応
募
、
審
議

会
な
ど
へ
の
委
員
の
応
募
、
市
民
投
票
制
度
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

【問い合わせ】　企画課　☎ 22-9620　℻   22-9628

≪

次
回
の
内
容≫

　

次
回
は
12
月
１
日
号
で
す
。「
伊
賀
流
自

治
の
し
く
み
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

自治基本条例コラム 第２回 市民主体の自治
伊賀市には「市民によるまちづくりのための条例」があります

【問い合わせ】　企画課　☎22-9620　ＦＡＸ  22-9628　管財課　☎22-9610　ＦＡＸ  24-2440

新しい伊賀市総合計画基本構想中間案
　　庁舎整備計画中間案についての　意見交換会を開催します

と　き ところ 主な対象地域（地区
市民センター単位）

９月 25 日㈬ ゆめぽりすセンター
２階大会議室

ゆめが丘、依那古、比
自岐、神戸、きじが台

９月 27 日㈮ 阿山保健福祉センター
ホール

河合、鞆田、玉滝、
丸柱

９月 29 日㈰ ゆめぽりすセンター
２階大会議室 市内全域

９月 30 日㈪ いがまち公民館
ホール

柘 植、 西 柘 植、 壬
生野

10 月 ２日㈬ 大山田農村環境改善
センター　ホール 山田、布引、阿波

10 月 ４日㈮ 伊賀市農村ふれあいセ
ンター　第１・２研修室

花垣、花之木、猪田、
古山

10 月 ６日㈰ ハイトピア伊賀
５階多目的大研修室

東部、西部、南部、
久米

10 月 ８日㈫ 伊賀上野交流研修セ
ンター　第４研修室

新居、三田、諏訪、
長田、小田

10 月16日㈬ 青山福祉センター
教育娯楽室２

阿保、上津、博要、
高尾、矢持、桐ケ丘

10 月 17日㈭ 伊賀市教育研究セン
ター　３階大研修室 府中、中瀬、友生

10 月 18日㈮ 島ヶ原会館　ホール 島ヶ原

◦意見交換会
　次の２つの計画中間案について、市長と市民の
皆さんが直接、意見交換できるよう、市民の皆さ
んを対象とした意見交換会を、次のとおり市内 10
カ所で開催します。

※会場は、参加しやすいように、主な対象地域を
　目安として記載していますが、お住まいの対象
　地域以外の会場でもご参加いただけます。

○新しい伊賀市総合計画
　新しい総合計画は、新市建設計画の将来像や基
本理念を基本的な考えとしながら、社会経済情勢
の変化や市長が公約に掲げたまちづくりの考え方
を市の政策とするため、新たに策定するものです。
　このたび総合計画のうち総合計画審議会を経て、
平成 26 年度を初年度とし、おおむね 10 年先を見
据えた基本構想の中間案を策定しました。

○庁舎整備計画
　庁舎整備計画は、伊賀市の住民自治についての
理念に基づき、現庁舎の環境や問題点などを踏ま
えて、より良い市民サービスを提供し、効率的に
行政運営を行うために、庁舎整備の基本的な考え
方を示すものです。
　このたび、庁舎整備計画検討委員会を経て、庁
舎整備計画の中間案を策定しました。

◆意見交換会は次のとおり開催します。
　（時間は午後７時～９時　※ 29 日のみ午後２時～４時）


